
荷主第一主義が及ぼす
運送業界への影響と今後の課題

フリーライター橋本 愛喜
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物流の「2024年問題」
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運送業界の現状
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グラフ：全日本トラック協会『日本のトラック輸送産業－現状と課題－2022』

長時間労働

トラックドライバーの年間労働時間は、
全産業平均と比べると、
大型トラックで432 時間（月36 時間）、
中小型トラックで372 時間（月 31 時間）も長い

※大型トラックは輸送費の観点から
１運行で運ぶ荷物が多いため
必然的に長距離運転=長時間労働になりがち
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全日本トラック協会「第4回働き方改革モニタリング調査について」 7



令和２年度「自動車運転者を使用する事業場に対する監督指導、送検等の状況」（厚生労働省）

令和２年度（2020年度）の改善基準告示違反事業者・違反事項
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令和３年度（2021年度）

厚生労働省「自動車運転者を使用する事業場に対する監督指導、送検等の状況」

9



令和３年（2011年）の労働基準関係法違反事業者と違反事項

厚生労働省「自動車運転者を使用する事業場に対する監督指導、送検等の状況」
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低運賃・低賃金

トラックドライバーの年間所得額は、
全産業平均と比べると、
大型トラックで約５%
中小型トラックで約12% も低い

※1990年の物流二法施行により規制緩和
→新規参入が相次ぎ過当競争
→労働集約型産業による賃金安
→過剰なサービス競争の激化で更なる「低運賃」化

グラフ：『日本のトラック輸送産業－現状と課題－2022』より引用

中には給与が月290時間労働で20万円前半、
時給に換算すると500円というドライバーも
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2024年問題は一体誰得なんだろうか…
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変わる「休息期間」
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給料以前にインターバルを11時間も取ったら納品間に合わんくなる。帰らずに行くしかなくなるやんけ

休息11時間かぁ🤔無理😣
これバス、タクシーは乗務経験無いから分からないけど、トラックに関しては出荷、入荷待ち、積み降ろし
に関する時間、道路渋滞等様々な時間浪費が有る中で着時間指定をクリアしないといけない。距離が遠くな
れば更に厳しくなる中で運行しているのが現状なのに…無理

なぜ、睡眠時間やプライベートの時間まで削って、トラックに乗らなければならないかを理解していただか
ないと。休息だけを厳守させても、生活水準を落とさないためにダブルワークに励みますよ。
結果、寝不足のまま運転業務につかなければならない、更なる悪循環が目に浮かびますね。

自分は関西⇄関東メインです。出荷が遅いのに、着時間指定があります。運賃も安いので運びまくるしかあ
りません。
関西に居る日は地場仕事もやります。関西⇄関東を週3発走ります。毎日4、5時間睡眠です。
休息も大事ですが、荷主や出荷場所への指導、中抜き業者をどうにかして運賃改善が必要です

労働時間短縮でも賃金維持するためには法的なものが関わらないと厳しい。単に時間が短くなるだけだと一
部(気にせず賃金目当てに頑張る)に集中して問題が横滑りで移動するだけ。そもそも毎日帰社しないドライ
バーにはそれに合わせたルールを作らないと一括にして決められないのでは？

ドライバーの実際の声
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長時間労働に現場から声が上がらない構造

ドライバーの特性

・歩合制（ブルーカラー界隈には多い）
・安い基本給
・手当の積み上げ
→深夜手当、愛車手当、無事故手当など

→走らないと生活水準までの給与に
ならない

ドライバーの給与形態

・そもそもトラック（運転）が好きな人たち
・仕事とプライベートの境が曖昧
「１人で気楽にできる」
「毎日旅をしながら仕事をしている気分」
→多少過酷でも好きな仕事・生活の一部だから問題
ない／仕方ない

→世間や荷主は
ドライバーの「トラック好き」に
甘えて（利用して）いないか？
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2024年問題の構造
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労働集約型産業：

ヒトの労働力がメインの産業

労働者1人あたりの設備投資額が低く
売上に対する人件費の割合が高い

専門性や技能が必要な業界が多い

荷主の理解が必要不可欠
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全日本トラック協会「運送業界の２０２４年問題について」

出典：国土交通省「令和3年度トラック輸送状況の実態調査」
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1990年
「物流二法」による規制緩和
→免許制から許可制へ
→新規参入事業者が1.5倍に
→競合他社との過当競争

・賃金の値下げ
・過剰サービスの付加

過酷な労働環境の元凶
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１．ジャストインタイム方式

２．附帯作業

３．路駐の理不尽

４．過積載の強要

５．「標準的な運賃」の提示
→「他に代わりはいくらでもいる」

立場の弱い運送業界

顧客第一主義
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段ボールは梱包材か、商品か
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全日本トラック協会「運送業界の２０２４年問題について」
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運送業者に科される罰則

6ヶ月以下の懲役
もしくは30万円以下の罰金

「標準的な運賃」への理解と協力を呼びかけるとともに、
必要に応じて、荷主などへの働きかけや要請などの措
置を講じていきたい。

適正な運賃が支払われることを徹底していきたいと
思っており、2024年問題を解決する、まず第一歩だ

NHKより画像・コメント引用

荷主に科される罰則

原則「なし」
標準的な運賃：遵守の義務なし
「荷主勧告制度」：現状、勧告・社名の公表
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深夜割引の改正（分かっていること）

① ０時から４時までの適用時間が22時から５時までに
→トラック協会の主張は22～５時の現行（１秒でも～）

② １秒でも高速にいれば適用
→走行距離に応じた割引へ
トラックドライバーが夜に走ることになる→…働き方改革とは

③ 400km以上を走るトラックは４割から最大５割引（走った分）
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何よりも先に必要なのは
「ドライバーの働き方改革」ではなく

荷主や世間の意識改革では？

2024年”問題”
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※当資料の二次使用はご遠慮ください
（社内での共有は問題ございません。社外持ち出しなどはなさいませんよう
よろしくお願いいたします。
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